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望

会
長
就
任
に
寄
せ
て

日
吉
町
自
治
会会
長
森
茂

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
自
治

会
運
営
に
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し

ｋ
げ
ま
す
。
こ
の
度
の
総
会
で
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
が
何
か
と
行
き

届
か
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
存
じ

ま
す
が
、
前
任
者
同
様
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
今
後
の
取
り
組
み
で
す
が
、
最

近
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の

が
大
規
模
自
然
災
害
で
す
。
風
水
害
・

大
地
震
な
ど
は
ど
う
し
て
も
防
ぐ
こ

令
和
元
年
度
の
組
長
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
紙
面
総
会
と
な
り
ま
し
た

－

弓，

I

と
は
で
き
ま
せ
ん
一
し
か
し
災
害
後
の

対
応
で
復
旧
を
早
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
自

助
・
共
助
・
公
助
に
よ
っ
て
早
い
復
旧

が
出
来
ま
す
。
自
助
は
自
ら
と
家
族
の

助
け
合
い
。
共
助
は
隣
近
所
の
助
け
合

い
で
す
の
で
日
ご
ろ
か
ら
挨
拶
を
か

わ
し
仲
良
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

公
助
は
公
の
復
旧
事
業
で
す
、
消
防
・

警
察
・
自
衛
隊
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す

が
、
町
内
に
も
身
近
な
公
助
が
あ
り
ま

す
、
そ
れ
が
消
防
団
で
す
。
港
北
区
で

七
両
端
、
日
吉
地
区
で
八
十
名
の
消
防

団
が
日
頃
か
ら
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
、
定
員
は
九
十
名
で
す
が
卜
名
保
不

足
し
て
い
ま
す
。
日
吉
町
自
治
会
エ
リ

ア
を
担
当
す
る
第
五
分
団
第
五
班
も

来
年
に
は
四
名
程
不
足
し
ま
す
の
で
、

皆
様
に
は
団
員
増
強
に
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
に
於
き
ま
し
て
も
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
町
歩
き
で
町
内
の
危
険
個

所
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
拷

様
も
お
近
く
の
危
険
個
所
の
把
握
を

ま

お
願
↓
↓
た
し
ま
で
次
０
敗
１
組
『
談

は
、
子
育
て
支
援
と
要
介
誠
荷
の
支
援

で
す
。
自
治
会
で
は
三
才
ま
で
の
児
童

と
お
母
さ
ん
の
情
報
交
換
の
場
と
し

て
、
親
子
の
居
場
所
「
ひ
よ
っ
し
い
」

を
毎
月
第
二
・
第
四
火
暇
日
の
二
回
、

自
治
会
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

皆
様
の
憩
い
の
場
と
し
て
毎
月
第
四

金
曜
日
（
月
と
八
月
を
除
き
、
十
一

月
は
第
・
・
・
金
臓
日
）
に
サ
ロ
ン
日
占

「
な
か
よ
し
」
を
Ｈ
吉
台
町
内
会
・
常

盤
会
自
治
会
と
合
同
で
行
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
に
つ
き
ま
し
て
も
、
要
援

護
者
の
支
援
や
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
町
内
の
緑
化
に
つ
き

ま
し
て
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
収
ま

る
気
配
も
な
く
、
い
ま
だ
に
多
く
の
感

染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響

で
、
日
吉
町
自
治
会
で
は
令
和
元
年
度

の
組
長
総
会
を
紙
面
総
会
と
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
総
会
で
は
自
治

会
役
員
の
変
更
が
あ
り
、
自
治
会
長
を

は
じ
め
担
当
役
員
も
変
わ
り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
新
し
い
体
制
で
の
自
治

会
運
営
と
な
り
ま
す
が
し
ば
ら
く
の

間
、
自
治
会
の
主
だ
っ
た
行
琳
は
行
う

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
の

程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



総
会
ご
承
認
さ
‐
〃
ま
し
た
役
員
を

紹
介
致
し
ま
す
。

会
長
森
茂

副
会
長
片
野
貴
士

副
会
長
性
相
茂
樹

総
務
部
長
小
山
緋
史

同
副
部
長
横
山
磯
港

同
副
部
長
佐
世
三
佐
子

一
般
会
計
片
野
貴
士

一
般
会
計
池
田
妙
子

資
産
会
計
森
正
和

第
一
地
区
長
板
垣
義
昭

同
副
地
区
長
岩
木
由
紀
夫

第
二
地
隆
長
森
蕪

同
副
地
区
長
橘
爪
成
子

第
三
地
区
長
仲
田
慶
助

同
副
地
区
長
佐
相
茂
樹

第
四
地
区
長
石
田
太
一
郎

同
副
地
〆
長
小
山
耕
史

第
五
地
Ⅸ
長
渡
辺
紳
一

同
剛
地
区
長
佐
藤
絹
枝

第
六
地
僅
長
渡
辺
正
義

同
副
地
区
長
片
野
克
美

福
利
厚
生
部
長
渡
辺
紳
一

同
副
部
長
佐
世
言
佐
子

同
副
部
長
橋
爪
成
子

広
報
教
育
部
長
板
垣
文
男

同
副
部
長
原
照
夫

同
副
部
長
加
藤
君
子

毎
作
恒
例
０
編
祉
活
動
発
表
会
カ

ー
ｈ
二
十
六
日
（
日
）
に
慶
応
漉
塾
大

学
協
生
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
『
風
だ

ま
り
』
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
で
し

た
。
活
動
発
表
は
、
初
め
に
、
ド
川
地

区
か
ら
鈴
木
君
子
さ
ん
の
「
防
災
マ
ッ

プ
作
り
町
歩
き
で
見
え
て
き
た
こ
と
』

続
い
て
日
吉
本
町
地
区
か
ら
大
野
鎚

徳
さ
ん
の
「
防
災
町
あ
る
き
の
ま
と
め

に
向
か
っ
て
」
次
に
日
吉
宮
前
地
区
か

安
全
管
理
部
長
石
田
ス
一
郎

同
副
部
長
仲
田
慶
助

同
副
部
長
板
垣
庄
治

環
境
部
長
加
藤
康
庇

同
副
部
長
高
橋
都

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
長

束
地
区
渡
辺
紳
一

西
地
区
板
垣
義
昭

噸
間
片
野
芳
昭

会
計
監
査
村
田
恒
郎

会
計
監
査
森
政
男

以
上
の
役
員
で
運
営
致
し
ま
す
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

福
祉
活
動
発
表
会

光
と
活
力
開
催

福
祉
活
動
発
表
会

光
と
活
力
開
催

発
表

『函

＝

ら
月
上
清
一
さ
ん
か
一
町
の
移
り
変
わ

り
と
マ
ッ
プ
作
り
」
日
吉
町
地
区
か
ら

上
野
千
絵
子
さ
ん
が
「
十
年
間
を
振
り

返
っ
て
」
最
後
は
箕
輪
地
区
か
ら
石
川

富
美
雄
が
「
要
援
縦
省
名
簿
の
作
成
」

と
そ
れ
ぞ
れ
が
素
晴
ら
し
い
発
表
で

し
た

■
眠
》
一
一
一
一
■
』
恥
一
色
Ｆ
■
酌
一
■
一
一
一
毎
一
宇
■
一
二
一
画
一
《
《
一
睡
”
“
率
一
一
一
一
■
”
■
師
一
Ｆ
■
■
》
誕
至
一
一
一
■
毒
■
↑

吉
神
社
で
節
分
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

今
年
は
例
年
よ
り
も
年
男
年
女
の
申

し
込
み
が
多
く
、
参
詣
者
も
数
多
く

日
吉
神
社
節
分
祭

蕊

レー缶

風だまりによる和太鼓演麦

訪
れ
境
内
は
賑
わ
い
ま
し
た
年
男
年

女
と
神
社
役
員
は
手
水
を
使
う
と
、
列

を
な
し
て
神
殿
へ
、
神
事
の
後
拝
殿
で

豆
ま
き
を
し
て
参
集
殿
に
移
動
、
大
勢

の
参
詣
者
に
向
か
っ
て
福
・
兇
や
お
菓

子
な
ど
を
蒔
き
ま
し
た
。

編
集
後
記

福豆を蒔く年男年女
－


